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図1 各先生によるヴァナキュラーに関する講義

本WSは、秋葉原周辺を対象に、タイの大学とフィールドワークおよびデザインサーヴェイを基盤とした10日間のプログラムである。秋葉原周辺は、電気街としての
商業的集積、サブカルチャーの発信拠点、鉄道高架や橋梁等の都市インフラ、神田川沿いの水辺空間、さらには神田明神をはじめとする歴史的・宗教的空間が
近接し、多様な都市要素が高密度かつ重層的に共存する。同地域は、現代東京における都市的バナキュラーの実態を読み解くうえで、きわめて有効な対象地で
ある。本WSでは、本学学生とタイの学生がチームを編成し、秋葉原を単なる観光地あるいは商業地として捉えるのではなく、人びとの日常的実践、空間利用の様
態、視覚環境の構成、商業活動の展開、歴史的痕跡の残存、都市更新の様相等を総合的に観察・記録した。さらに、その分析を通じて、東京における都市バナ
キュラーの構造を明らかにし、それを次世代に残す、あるいは既存の都市空間の活性化に資する計画案を作成した。
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